
JP 2019-508657 A 2019.3.28

10

(57)【要約】
　高温空気の流れ（１００）を通過させて空洞（２１）
中へ供給する入口部（２３）と、高温空気の流れ（１０
０）を通過させてドライヤシリンダ（１）を脱出させる
出口部（２４）とを備えた固定された中空シャフト（２
０）を具備したヤンキードライヤシリンダ（１）。ヤン
キードライヤシリンダ（１）はさらに、内面（１１）を
有する、そして固定された中空シャフト（２０）の周り
に回転可能に搭載された円筒形シェル（１０）を備えて
いる。空洞（２１）内へは、隔壁（２５）が設けられて
おり、これが、固定された中空シャフト（２０）を供給
部分（２１ａ）と排出部分（２１ｂ）とに分割する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－　空洞（２１）と、前記空洞（２１）を外部環境に接続するように配設された複数の
孔（２５）を備えた側面（２２）とを有する固定された中空シャフト（２０）であって：
　　－　所定の温度、特に１００℃より高い温度を有する高温ガスの流れ（１００）を通
過させて前記空洞（２１）内へ供給されるように調整する入口部（２３）；
　　－　前記高温ガスの流れ（１００）を通過させて前記ドライヤシリンダ（１）から脱
出するように準備する出口部（２４）とを備えた中空シャフト（２０）と；
　－　内面（１１）を備え、前記固定された中空シャフト（２０）の周りに回転可能に搭
載された円筒形シェル（１０）であって、前記円筒形シェル（１０）の内面（１１）と前
記中空シャフト（２０）の前記側面（２２）との間に内部チャンバ（３０）が画定された
円筒形シェル（１０）と；
を具備したヤンキードライヤシリンダ（１）であって：
　－　前記固定された中空シャフト（２０）を供給部分（２０ａ）と排出部分（２０ｂ）
とに分割するようにして前記空洞（２１）に搭載された隔壁（３５）を、さらに具備して
おり、前記供給部分（２０ａ）が、前記高温ガスの流れ（１００）を、前記内面（１１）
に当たるようにして前記空洞（２１）から前記内部チャンバ（３０）へ供給するように配
設された少なくとも一つの供給孔（２５ａ）を備え、前記排出部分（２０ｂ）が、前記出
口部（２２）に空気圧で接続された少なくとも一つの排出孔（２５ｂ）を備え、前記高温
ガスの流れを、前記シェル（１０）の前記内面（１１）に当てた後、前記、すなわち各排
出孔（２５ｂ）を通して前記内部チャンバ（３０）から前記空洞（２１）へ通過させ、前
記ヤンキードライヤシリンダ（１）の外部へ前記出口部（２４）を通って流れるように調
整することを特徴とする、ヤンキードライヤシリンダ（１）。
【請求項２】
　複数の分配器部材（４０）が設けられて前記内部チャンバ（３０）内部に収納され、前
記複数の分配器部材（４０）のそれぞれが、前記固定された中空シャフト（２０）の前記
空洞（２１）内へ供給された前記高温ガスの流れ（１００）の配分を、前記シェル（１０
）の前記内面のそれぞれ決められた部分（１１）上に分布させるように配設された、請求
項１に記載のヤンキードライヤシリンダ（１）。
【請求項３】
　前記複数の分配器部材（４０）のそれぞれが筒状であり、少なくとも一つの供給孔（２
５ａ）に面する少なくとも一つの入口開口部（４１）と、前記円筒形シェル（１０）の前
記内面（１１）に面する少なくとも一つの分配開口部（４２）とを備えた、請求項２に記
載のヤンキードライヤシリンダ（１）。
【請求項４】
　前記、すなわち各分配開口部（４２）が、複数の分配孔（４６）を備えた分配プレート
（４５）を伴うことにより、前記円筒形シェル（１０）の内面のそれぞれの部分（１１）
上の高温ガスの流れ（１００）のそれぞれの配分を均一に分布させるようにした、請求項
３に記載のヤンキードライヤシリンダ（１）。
【請求項５】
　前記分配器部材（４０）を、互いから所定の距離に配設し、前記分配開口部（４２）を
、前記シェル（１０）の前記内面（１１）から所定の距離に配設することにより、二つの
隣り合った分配器部材（４０）の互いに面した側面が、使用時には、前記排出孔（２５ｂ
）の方に誘導されて脱出する高温のガスの流れを通過させる空間の境界を定めるようにし
た、請求項２に記載のヤンキードライヤシリンダ（１）。
【請求項６】
　前記供給部分（２１ａ）が複数の供給孔（２５ａ）を設け、前記排出部分が複数の排出
孔（２５ｂ）を設け、前記供給孔（２５ａ）および前記排出孔（２５ｂ）が、前記固定さ
れた中空シャフト（２０）上で異なる長手方向の列をなして位置している、請求項５のい
ずれか一項に記載のヤンキードライヤシリンダ（１）。
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【請求項７】
　前記複数の分配器部材（４０）のそれぞれが、前記円筒形シェル（１０）の半径方向の
向きであって、前記ヤンキーシリンダ（１０）の長手方向に沿って延びている、請求項６
のいずれか一項に記載のヤンキードライヤシリンダ（１０）。
【請求項８】
　前記入口部（２３）および前記出口部（２４）が、前記固定された中空シャフトの同じ
側（２０）に設けられている、請求項７のいずれか一項に記載のヤンキードライヤシリン
ダ（１）。
【請求項９】
　前記入口部（２３）と前記出口部（２４）とに反対の、前記固定された中空シャフトの
端部（２０）に、閉鎖壁（２６）を設けた、請求項８に記載のヤンキードライヤシリンダ
（１）。
【請求項１０】
　前記隔壁（３５）が：
　－　前記固定された中空シャフトの（２０）の長手方向の軸（１０２）に対して実質的
に直交して配設された隔壁（３５）；
　－　前記固定された中空シャフト（２０）の長手方向に配設された隔壁（３５）；
　－　前記固定された中空シャフト（２０）に沿って長手方向に延び、第１の部分（３５
ａ）と、所定の角度（α）だけ傾斜した第２の部分（３５ｂ）とを具備した隔壁（３５）
、
の群から選択される、請求項９のいずれか一項に記載のヤンキードライヤシリンダ（１）
。
【請求項１１】
　前記高温ガスの流れがガスの混合物の流れである、請求項１０のいずれか一項に記載の
ヤンキードライヤシリンダ（１）。
【請求項１２】
　前記高温ガスの流れが高温空気の流れである、請求項１１のいずれか一項に記載のヤン
キードライヤシリンダ（１）。
【請求項１３】
　前記高温ガスの流れの温度が、２５０℃と７００℃の間に設定される、好ましくは３０
０℃と６００℃との間に設定される、請求項１２のいずれか一項に記載のヤンキードライ
ヤシリンダ（１）。
【請求項１４】
　吸引装置を設けて、前記固定された中空シャフト（２０）の前記出口部（２４）に接続
し、前記吸引装置を、前記固定された中空シャフト（２０）の前記空洞（２１）の中へ前
記入口部（２３）を通して供給される前記高温ガスの流れを吸引するように配設した、請
求項１３のいずれか一項に記載のヤンキードライヤシリンダ（１）。
【請求項１５】
　－　乾燥されることになる前記湿ったウェブ（１６０）を、使用時に載せる外面（１２
）を備えた、請求項１～１４のいずれか一項に記載のヤンキードライヤシリンダ（１）と
；
　－　使用時に、前記湿ったウェブ（１６０）に関して前記ヤンキードライヤシリンダの
反対側（１０）に配設された乾燥用フード（１５０）であって、前記ヤンキードライヤシ
リンダ（１）と共同して動作して、前記湿ったウェブの乾燥（１６０）を生じさせるよう
に配設された乾燥用フード（１５０）と；
　－　前記乾燥用フード（１５０）を前記固定された中空シャフトの（２０）前記空洞（
２１）に空気圧で接続するように配設されたダクト（１８０）であって、前記乾燥用フー
ド（１５０）の内部を循環する高温ガスの流れ（１００）を供給するように、前記空洞（
２１）の内部に配設されたダクト（１８０）と、
を具備した、紙の湿ったウェブ（１６０）、または類似の製造物を乾燥させる設備（２０
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０）。
【請求項１６】
　－　空洞と、前記空洞を外部環境に接続するように配設された複数の孔を備えた側面と
を有する、固定された中空シャフトを配置するステップであって、前記固定された中空シ
ャフトが：
　　－　高温空気の流れを通過させて前記空洞内へ供給されるように調整する入口部と；
　　－　前記高温空気の流れを通過させて前記ドライヤシリンダの外部へ流れるように調
整する出口部とを設けたステップと；
　－　内面を備え、前記固定された中空シャフトの周りに回転可能に搭載された円筒形シ
ェルであって、前記円筒形シェルの内面と前記中空軸の前記側面との間に内部チャンバ内
面が画定されたシェルを配置するステップと；
　－　前記固定された中空シャフトを供給部分と排出部分とに分割するように、前記空洞
内に搭載される隔壁を配置するステップと、
　－　前記供給部分において高温空気の流れを供給するステップであって、前記高温空気
の流れを、前記空洞から前記内部チャンバへ、前記供給部分の中に設けられた少なくとも
一つの供給孔を通して通過させ、その後、前記内面に当て、またその後、前記固定された
中空シャフトの前記排出部分の中に、前記排出部分内に設けられた少なくとも一つの排出
孔を通して入れ、さらにその後、前記シリンダから、前記出口部を通して通過させ、前記
高温空気の流れが、前記シェルの前記内面に当たった後、前記、すなわち各排出孔を通し
て前記内部チャンバから前記空洞へ通過させ、前記ヤンキードライヤシリンダの外部へ前
記出口部を通って流すようにして調整するステップと、
を含むことを特徴とする、紙の湿ったウェブ、または類似の製造物を乾燥させる方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙および類似の製造物を製造する機械の分野に関するものであり、特に、ヤ
ンキードライヤシリンダ、または単にヤンキーシリンダとしても知られるドライヤシリン
ダの改良された構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　公知のとおり、製紙用設備は、セルロース系繊維と水の混合物、そして場合によっては
、様々な種類の添加物を形成布（ｆｏｒｍｉｎｇ　ｆａｂｒｉｃ）上に分布させるのにヘ
ッドボックスを使用している。この方法では、決まった量の水が排出され、その後、形成
布上に準備された混合物層の乾燥分が増加する。
【０００３】
　その後、含水量を、多くの布および／または混合物層のフェルトの間を連続して通すこ
とによって減少させ、乾燥用区画を通過することが可能となるような稠度にする。この区
画は通常、「ヤンキードライヤシリンダ」とも、または単に「ヤンキーシリンダ」とも呼
ばれる少なくとも一つのドライヤシリンダと、高温空気を供給される乾燥用フードとを具
備している。特に、処理された湿紙のウェブがヤンキーシリンダの外面に載せられ、同時
に、ヤンキーシリンダの内部が、例えば蒸気を発生させることにより加熱される。
【０００４】
　ヤンキーシリンダの内部で生じた蒸気、および紙上のフードにより吹きつけられる高温
空気により、外面に載せられた湿紙のウェブが徐々に乾燥する。所望の乾燥レベルが実現
されると、紙のウェブは、ヤンキーシリンダの外面から、ブレードまたはドクターブレー
ドにより、または張力を掛けることにより除去されるが、これは所望の製造物、そして特
に、クレープ紙か平滑紙かによる。
【０００５】
　ヤンキーシリンダは、本質的に二つのヘッド、すなわち端壁を具備しており、それらの
間に円筒形シェルが位置している。概して、作動状態では、それぞれの軸受に搭載されて
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いる軸受ジャーナルが、各ヘッドに固定される。中空シャフトが、シェルの内部に搭載さ
れている。ヘッドおよび／またはシェルは、検査用開口部を備えており、これを通して少
なくとも作業者がシリンダ内へ入って、通常の、または特別な整備作業を定期的に実行す
る。
【０００６】
　ヤンキーシリンダの構成要素、すなわち、ヘッド、シェル、軸受ジャーナル等は、鉄の
鋳造により得ることができ、ボルトにより固定することができる。
【０００７】
　あるいは、ヤンキーシリンダは鋼製であってもよい。この場合には二つのヘッドは、円
筒形シェルにねじボルトによって、または、より多くの場合では、溶接されたビードによ
って固定されていてもよい。
【０００８】
　鋳鉄製ヤンキーシリンダと鋼製ヤンキーシリンダの両方において、円筒形シェルは、周
方向の溝を備えた内面を有する。これらは、ヤンキーシリンダの内部に導入された蒸気か
ら外部へ気化潜熱が移動することによって形成される復水を収集するようになされたもの
である。
【０００９】
　しかし、蒸気を熱エネルギーの源として使用するヤンキーシリンダは多くの欠点を有す
る。
【００１０】
　まず、これらのタイプの機械に必要な大量の蒸気が、ランニングコストの高さに関わっ
てくる。さらに、蒸気を発生させること、そしてその蒸気をヤンキーシリンダに輸送する
ことのどちらにも、特定の装置を使用しなければならない。
【００１１】
　上記に加えて、高圧蒸気を使用する装置に設けられた安全基準を満足させるために、特
に、ドライヤシリンダの様々な部分が受ける高い応力、主に、ドライヤシリンダ内部に導
入される蒸気の高温によって生じる熱弾性応力に耐えられるように複雑な構造解を採用す
る必要がある。
【００１２】
　背景技術のその他の解決策は、その代わりとして、空気の流れをシリンダ内へ供給する
ものであり、その空気は続いて、必要な熱エネルギーを得るために一つまたは複数のバー
ナーにより燃焼される。空気を用いるヤンキーシリンダの例が、欧州特許出願第０７０８
３０１Ａ１号に記載されている。
【００１３】
　特に、本明細書に記載の解決策は、中心ダクトと、シャフトの周りに回転するシェルと
を設ける。燃焼空気は、ダクトを通して導入され、シリンダ内部で決められた位置に配設
されたいくつかのバーナーに供給される。したがって、バーナーが熱を発生させ、その熱
がシェルに当たる。排煙は、空気の入口の反対側で中心ダクトから脱出する。
【００１４】
　しかしながら、同第０７０８３０１Ａ１号に記載の解決策は、特に有利であるというよ
うには見えない。実際、バーナーの筐体、空気供給ダクトの筐体、そして燃焼ガスの排出
ダクトの筐体に、少なからず空間を設ける必要がある。これよって、熱交換に利用可能な
表面が大幅に減少し、よって機械の効率が低下する。
【００１５】
　さらに、同第０７０８３０１Ａ１号に記載の解決策は、特にバーナーとダクトとが存在
することに起因して、シェル表面上に発生する熱を均一に分布させることができないよう
に見える。このことは、最終製造物の品質に負の影響を及ぼす。
【００１６】
　同第０７０８３０１号に記載されたこの解決策のさらなる欠点は、設備の効率が犠牲に
なることに加えて、シリンダの内部容積が可燃性ガスで飽和する可能性があり、したがっ
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て、内部バーナーが発生させる火炎が爆発を引き起こす、したがって作業者を危険性にさ
らす可能性があることである。
【００１７】
　さらなる解決策が、米国特許第３６３３６６２号に記載されている。しかしながら、こ
の構造解も複雑であり、シェルの内面で均一な熱分布を保証していない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　したがって、本発明の目的は、上に開示された先行技術のヤンキーシリンダの欠点を解
決することができる、そして特に、シェルの内面に均一な熱分布を提供し、したがって高
品質の最終製造物を製造することができるヤンキードライヤシリンダを提供することであ
る。
【００１９】
　本発明の目的はまた、設置された場合に設備のランニングコストを大幅に削減すること
ができるヤンキードライヤシリンダを提供することである。
【００２０】
　本発明のさらなる目的は、先行技術のヤンキーシリンダよりも単純な構成を有して安価
なヤンキードライヤシリンダを提供することである。
【００２１】
　この、そしてその他の目的は、本発明に係るヤンキードライヤシリンダにより実現され
、このヤンキードライヤは：
　－　空洞と、前記空洞を外部環境に連通させるように配設された複数の孔を備えた側面
とを有する固定された中空シャフトであって：
　　－　所定の温度、特に１００℃より高い温度を有する高温ガスの流れを通過させて前
記空洞内へ供給されるように調整する入口部；
　　－　前記高温ガスの流れを通過させて前記ドライヤシリンダの外部へ流れるように調
整する出口部を備えた、固定された中空シャフトと；
　－　内面を備え、前記固定された中空シャフトの周りに回転可能に搭載された円筒形シ
ェルであって、前記円筒形シェルの内面と前記中空シャフトの前記側面との間に内部チャ
ンバが画定されたシェルとを具備しており；
その主な特徴は：
　－　前記固定された中空シャフトを供給部分と排出部分とに分割するようにして前記空
洞の内部に搭載された隔壁を、さらに設けており、前記供給部分が、前記高温ガスの流れ
を、前記内面に当たるようにして前記空洞から前記内部チャンバへ供給するように配設さ
れた少なくとも一つの供給孔を備え、前記排出部分が、前記出口部に空気圧で接続された
少なくとも一つの排出孔を備え、前記高温ガスの流れを、前記シェルの前記内面に当てた
後、前記、すなわち各排出孔を通して前記内部チャンバから前記空洞へ通過させて、前記
ヤンキードライヤシリンダから前記出口部を通って脱出するように調整することである。
【００２２】
　特に、この高温ガスは、ガスの混合物であってもよい。
【００２３】
　有利には、ガスの混合物は、特に空気であってもよい。
【００２４】
　有利には、高温ガスの流れの温度は、１００℃と７５０℃との間に設定しても、有利に
は２５０と７００℃との間に設定しても、好ましくは３００℃と６００℃との間に設定し
てもよい。
【００２５】
　あるいは、高温ガスの流れは、１００℃より高い温度を有する燃焼煙の流れであっても
よい。
【００２６】
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　特に、高温空気の流れを供給するために供給装置を設け、前記供給装置は、前記高温空
気の流れを前記空洞の前記供給部分内へ前記入口部を通して供給するように配設する。
【００２７】
　提供された実施形態では、前記ヤンキードライヤシリンダの下流には、固定された中空
シャフトの出口部に接続された吸引装置が設けられる。特に、吸引装置は、固定された中
空シャフトの空洞の中へ入口部を通して供給される高温ガスの流れを吸引するように配設
される。このようにして、ドライヤシリンダから脱出するガスを支援することが可能であ
る。
【００２８】
　有利には、円筒形シェルの内面は、複数の周方向の溝を備えている。
【００２９】
　好ましくは、複数の分配器部材は、前記固定された中空シャフトの前記空洞からやって
くる高温空気の流れをシェルの内面上に分布させるように配設された内部チャンバの中に
設けられる。
【００３０】
　特に、上に開示された複数の分配器部材のそれぞれは、固定された中空シャフトの空洞
の中へ供給される高温空気の流れの配分を、シェルの内面のそれぞれ決められた部分上に
分布させるように配設される。
【００３１】
　より詳細には、分配器部材は、高温空気の所定の経路を、内部チャンバにおいて供給部
分の空洞と排出部分の空洞との間で画定するような構成をとる。
【００３２】
　特に、ヤンキーシリンダと固定された中空シャフトとは、互いに同軸となるように配設
される。
【００３３】
　本発明に係る実施形態では、各分配器部材は筒状であり、固定された中空シャフトの側
面の少なくとも一つの供給孔に面した少なくとも一つの入口開口部と、円筒形シェルの内
面に面した少なくとも一つの分配開口部とを備えている。
【００３４】
　同様に、供給用開口部は、複数の入口の孔を備えた供給パネルを伴っていてもよい。こ
の技術的解決策は特に、供給パネルが複数の吸引孔の前部に配設される場合に採用される
。
【００３５】
　好ましい実施形態によれば、上に開示の複数の分配器部材は、固定された中空シャフト
に一体化される。
【００３６】
　有利には、各分配器部材は、所定の数の吸引孔の前部に配設される。
【００３７】
　特に、供給部分は、複数の供給孔を備え、排出部分は複数の排出孔を備えている。この
場合、供給孔と排出孔の両方は、有利には、それぞれ列をなして配設される。
【００３８】
　特に、複数の供給孔および複数の排出孔は、固定された中空シャフトの全周囲に沿って
分布させる。
【００３９】
　例えば、分布させた供給孔および排出孔を並べた列は、固定された中空シャフトの長手
方向の向きであってもよい。
【００４０】
　有利には、各分配器部材は、それぞれの供給用開口部が吸引孔のそれぞれの列の上に位
置するような向きであってもよい。
【００４１】
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　好ましくは、固定された中空シャフトと、ヤンキーシリンダとの間で、少なくとも第１
および第２の軸受が搭載されて両端部分に配設される。
【００４２】
　本発明の別の態様によれば、紙の湿ったウェブ、または類似の製造物を乾燥させる設備
が：
　－　乾燥されることになる湿ったウェブを、使用時に載せる外面を備えた上記のヤンキ
ードライヤシリンダと；
　－　使用時に、前記湿ったウェブに関して前記ヤンキードライヤシリンダの反対側に配
設される乾燥用フードであって、前記ヤンキードライヤシリンダと共同して動作して、前
記湿ったウェブの乾燥を生じさせるように配設される前記乾燥用フードと；
　－　前記乾燥用フードを、前記固定された中空シャフトの空洞に空気圧で接続するよう
に配設されるダクトであって、前記乾燥用フードの内部を循環する高温空気の流れを供給
するように、前記空洞内部に配設されるダクトと、
を具備している。
【００４３】
　本発明のさらなる態様では、紙の湿ったウェブ、または類似の製造物を乾燥させる方法
が：
　－　空洞と、前記空洞を外部環境に接続するように配設された複数の孔を備えた側面と
を有する、固定された中空シャフトを配置するステップであって、前記固定された中空シ
ャフトが：
　　－　高温空気の流れを通過させて前記空洞内へ供給されるように調整する入口部と；
　　－　前記高温空気の流れを通過させて前記ドライヤシリンダの外部へ流れるように調
整する出口部とを設けたステップと；
　－　内面を備え、前記固定された中空シャフトの周りに回転可能に搭載された円筒形シ
ェルであって、前記円筒形シェルの内面と前記中空シャフトの前記側面との間に内部チャ
ンバが画定されたシェルを配置するステップと；
　－　前記固定された中空シャフトを供給部分と排出部分とに分割するように、前記空洞
の内部に搭載される隔壁を配置するステップと；
　－　前記供給部分の中へ高温空気の流れを供給するステップであって、前記高温空気の
流れを、前記空洞から前記内部チャンバへ、前記供給部分の中に設けられた少なくとも一
つの供給孔を通して通過させ、その後、前記内面に当て、またその後、前記固定された中
空シャフトの前記排出部分の中に、前記排出部分内に設けられた少なくとも一つの排出孔
を通して入れ、さらにその後、前記シリンダから、前記出口部を通して脱出させ、前記高
温空気の流れを、前記シェルの前記内面に当てた後、前記、すなわち各排出孔を通して前
記内部チャンバから前記空洞へ通過させ、前記ヤンキードライヤシリンダの外部へ前記出
口部を通って流すようにして調整するステップと、
を提供する。
【００４４】
　本発明のその他の特徴は、従属請求項に記載する。
　以下、本発明を、その例示的な実施形態の以下の記載を用い、添付図面を参照しつつ示
すことにするが、これらの実施形態は、例示するものではあっても限定するものではない
。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】図１は本発明に係るヤンキードライヤシリンダの、一部切り欠き斜視断面図を示
す；
【図２】図２は図１のドライヤシリンダを長手方向の断面で示す；
【図３】図３Ａはいくつかの細部に、特に、設けられた分配パネルに着目するために、分
配器部材の分配口の一部分を拡大したものを示す；図３Ｂは図３Ａの分配パネルの代替実
施形態を示す；
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【図４】図４は本発明に係るドライヤシリンダの、ヘッドなしの状態のものを斜視立面図
で示す；
【図５】図５は運転状態にある固定された中空シャフトを、斜視立面図で図示する；
【図６】図６は図５の固定された中空シャフトを長手方向の面に沿って切断したものを示
す；
【図７】図７は本発明に係るドライヤシリンダの、ヘッドなしの状態のものを図５のもの
とはことなる異なる斜視立面図で示す；
【図８】図８は分配口に本発明にしたがって設けられた分配パネルの拡大したものを図示
する；
【図９】図９は図６の固定された中空シャフトの代替実施形態を、長手方向の断面での斜
視図で示す；
【図１０】図１０は図９の固定された中空シャフトの代替実施形態を備えた、ヤンキーシ
リンダの第１の実施形態の長手方向の図を示す；
【図１１】図１１は図９の固定された中空シャフトの代替実施形態を備えた、図１０のヤ
ンキーシリンダの代替実施形態の長手方向の図を示す；
【図１２】図１２は図６の固定された中空シャフトのさらなる代替実施形態の斜視図を示
す；
【図１３】図１３は図１２の固定された中空シャフトの断面図を示す；
【図１４】図１４は本発明のいくつかの特徴に着目するために、図１３の一部分を拡大し
たものを詳細に示す；
【図１５】図１５Ａは本発明に係る、紙の湿ったウェブを乾燥させる設備の二つの可能な
代替実施形態を示す；図１５Ｂは本発明に係る、紙の湿ったウェブを乾燥させる設備の二
つの可能な代替実施形態を示す；
【発明を実施するための形態】
【００４６】
　図１に図示するとおり、本発明に係るヤンキードライヤシリンダ１の構造は、内面１１
を有する円筒形シェル１０を具備している。さらに、第１および第２のヘッド、すなわち
端壁７１および７２が設けられ、円筒形シェル１０の両端に固定されている。このシェル
は、空洞２１と、複数の孔２５を備えた側面２２とを有する固定された中空シャフト２０
の周りに回転可能に搭載されている。固定された中空シャフト２０は、特に入口部２３を
備えており、これを通して、高温ガスの流れ１００、好ましくは高温空気の流れ、特に１
００℃より高い温度を有するものが、空洞２１内へ供給される。高温空気の温度は、高す
ぎる熱弾性応力がシリンダ１の構造に発生するのを回避するために、有利には７００℃で
ある。
【００４７】
　固定された中空シャフト２０はさらに、入口部２３の反対側に、出口部２４を備えてい
る。入口部２３を通って導入された高温空気の流れ１００は、シェル１０の内面１１に当
たった後、出口部２４を通ってドライヤシリンダ１から脱出する。
【００４８】
　本発明によれば、空洞２１内へは、隔壁３５が設けられて、中空体２０を、隔壁３５の
上流に配設される固定された供給部分２０ａと、隔壁３５の下流に配設される排出部分２
０ｂとに分割するように搭載されている（図６）。
【００４９】
　供給部分２０ａの空洞２１内へ供給された高温空気の流れ１００は、複数の供給孔２５
ａを通って、円筒形シェル１０の内面１１と中空シャフト２０の側面２２との間に画定さ
れた内部チャンバ３０内に入るように調整される。したがって、高温空気の流れ１００は
、内面１１に当たり、そしてその後、空洞２１の排出部分２１ｂの中へ複数の排出孔２５
ｂを通って入る。供給孔２５ａよりもこれらの排出孔が、特に、出口部２２に近い。
【００５０】
　示された実施形態では、例えば図１、２、および６では、隔壁３５は、固定された中空
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シャフト２０を横切るように、特に、固定された中空シャフト２０の長手方向の軸１０２
に対して実質的に直交するように配設されている。したがってこの場合、供給部分２０ａ
は入口部２３に近く、排出部分２０ｂは出口部２４に近い。
【００５１】
　図９および１０に示す代替実施形態では、隔壁３５はその代わりとして、固定された中
空体２０の長手方向の向きである。この場合、供給部分２０ａは、固定された中空シャフ
ト２０の上部に位置する一方で、排出部分２０ｂは、最下部に配設される。
【００５２】
　示してあるとおり、例えば図１では、ヤンキードライヤシリンダ１は、内部チャンバ３
０の内部に収納された複数の分配器部材４０を設けている。より詳細には、各分配器部材
４０は、空洞２１の供給部分２１ａからやってくる高温空気の流れ１００の配分を、シェ
ル１０の内面１１のそれぞれ決められた部分上に分布させるようになっている。
【００５３】
　図４および６に詳細に示すとおり、分配器部材４０は、ヤンキーシリンダ１０の半径方
向の向きであってもよい。特に、各分配器部材４０は、ヤンキーシリンダ１０の長手方向
に延びていてもよい。
【００５４】
　図示された代替実施形態では、例として図４および７では、各分配器部材４０は筒状、
例えば例示的な平行六面体形状である。特に、各分配器部材４０は、固定された中空シャ
フト２０の供給部分２０ａの少なくとも供給孔２５ａに面する少なくとも一つの入口開口
部４１と、円筒形シェル１０の内面１１に面する少なくとも一つの分配開口部４２とを設
けていてもよい。
【００５５】
　図３Ａに詳細に示すとおり、分配器部材４０の分配開口部４２は有利には、複数の分配
孔４６を備えた分配パネル４５を伴っている。これの分配孔を、分配パネル４５の表面上
に均一に分布させて、分配器部材４０により送達される高温空気の流れ１００の配分を、
円筒形シェル１０の内面１１のそれぞれの部分上に均一に分布させるようにすることがで
きる。図３Ｂに示す代替実施形態では、分配パネル４５の分配孔４６は、円錐台状である
。このようにして、孔の中の圧力降下を低減させることが可能であり、したがって、シェ
ル１０に当たる高温空気の流れを増加させることが可能である。
【００５６】
　図３において、単に例として、複数の周方向の溝１５を備えたシェル１０の内面１１が
示されていることを明記しておくのが適切である。実際、本発明によれば、シェル１０の
内面１１は必ずしも周方向の溝を備えている必要はない。分配パネル４５は、堅い材料か
らできた分配プレートであってもよい。あるいは、分配パネル４５は、多孔質材料、例え
ば織布、または不織布、または類似の材料に、所定のレベルの多孔性を設けたものからで
きていてもよい。この場合、パネルが作られるもとの材料の細孔は、分配孔として働く。
【００５７】
　示してあるとおり、例えば図７では、分配器部材４０は、互いから所定の距離に配設さ
れており、分配開口部４２はシェル１０の内面１１から所定の距離に配設されている。よ
り詳細には、空間５０が、二つの隣り合った分配器部材４０の互い４３および４４に面す
る側面によって画定され、使用時には、脱出する高温空気の流れがそこを通過する。実際
、固定された中空シャフト２０の空洞２１からやってくる高温空気の流れは、いったん、
円筒形シェル１０の内面の対応部分上にある各分配器部材４０により分配されると、熱流
がやってきたもとの分配器部材４０の下流に配設された空間５０内へ強制的に送られるが
、これは特に円筒形シェル１０の回転運動によるものである。高温空気の流れ１００が、
いったん、その熱をシェル１０の内面１１で移送すると、低温になって、二つの隣り合っ
た分配器部材４０の間に存在する空間を通過し、固定された中空シャフト２０の排出孔２
５ｂに向かう。したがって、高温空気の流れ１００は、上記の空間５０から、まず空洞２
１内に、排出孔２５ｂを通って入り、その後、固定された中空シャフト２０の外部へ、出
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口部２４を通って出る。この通過は、吸引装置によって生じ得るものであり、この装置は
、単純化の理由から図示してはいないが、固定された中空シャフト２０の出口部２４の下
流に配設されている。
【００５８】
　図１～７に示す好ましい実施形態では、供給孔２５ａおよび排出孔２５ｂは、固定され
た中空シャフト２０の長手方向にそれぞれ列をなして配置されている。より正確には、図
５および６に詳細に示すとおり、供給孔２５ａおよび排出孔２５ｂは、軸２０が円筒形の
幾何学形状の場合には、図に示すとおり、それぞれスタッガード配置になった長手方向の
列をなして配置されている、すなわち、固定された中空シャフト２１の外面上に、しかし
異なる母線上に配設されており、また、しかし、軸２０が異なる幾何学形状、例えば平行
六面体の幾何学形状を有する場合には、様々な方向に沿って、しかしシェル１０の軸に平
行に配列されている。特に、排出孔２５ｂの各列が、シェル１０の内面１１に沿った高温
空気の流れ１００の進行方向に関して、供給孔２５ａのそれぞれの列の下流に配設されて
いる。これは、円筒形シェル１０の、その回転軸周りの回転方向によって決まる。したが
って、このようして、高温空気の流れ１００に強制される経路が得られ、よってこの流れ
は、固定された中空シャフト２０の空洞２１から、供給孔２５ａ、ｅを通って分配器部材
４０内へ強制的に送られ、円筒形シェル１０の内面１１に当たった後、二つの隣り合った
分配器部材４０の間に画定された空間５０内へ通される。
【００５９】
　図９～１１に示す実施形態では、入口部２３および出口部２４は、固定された中空体２
０の同じ側に配設されている。特に、入口部の反対側、かつ出口部２４の反対側にある、
固定された中空シャフト２０の端部に、閉鎖壁２６が設けられている。このようにして、
構造を単純化することが可能である。実際、図１０および１１に示すとおり、ヤンキーシ
リンダ１から高温空気を脱出させるために大径を有するダクトを使用する必要はもはやな
く、小径を有するシャフト８０で充分であり、したがって、小サイズを有する軸受６２を
使用することが可能である。
【００６０】
　図１２および１３に、本発明により提供される、固定された中空シャフト２０のさらな
る代替実施形態を示す。この場合、隔壁３５は、固定された中空シャフト２０に沿って長
手方向に延びているが、所定の角度αの傾斜した二つの平面部分３５ａおよび３５ｂを具
備している。より詳細には、供給孔２５ａを有する固定された中空シャフト２０の供給部
分２０ａは、この場合、二つの平面部分３５ａと３５ｂとの間に設定されている。排出孔
２５ｂを備えた排出部分２０ｂは、中心角β、特に、角度αの錯角に相当する、固定され
た中空シャフト２０の部分である。したがってこの場合、高温空気の流れは、ヤンキード
ライヤシリンダ１のシェル１０の内面１１の部分１３において送達される。さらに、高速
での、例えば毎秒３回転のシェル１０の回転運動が、シェル１０のすべての内面１１上の
高温空気の流れを、実質的に均一に分布させるのに寄与する。またこの実施形態は、分配
プレート４５を有する、または上記のとおり有していない一つまたは複数の分配器部材４
０を設けている。図１４の拡大部分に詳細に示すとおり、分配器部材４０は、シェル１０
の内面１１から所定の距離ｄに配設されている。
【００６１】
　固定された中空シャフト２０の空洞２１に供給される高温空気は、特に排煙として、電
気エネルギーを発生させる機械により、またはコージェネレータにより、すなわち、「タ
ーボ発電機」、または、本発明に係るヤンキードライヤシリンダ１を設置しなければなら
ない設備内に、またしかし、その設備の近隣に配設されたエネルギー発生用の別の機械に
より、得ることができる。通常は約６００～７００℃である排煙の温度を下げる必要があ
る場合には、そのような排煙を、固定された中空シャフト２０に供給する前に冷却する、
例えば、排煙を新鮮な空気と混合するだけで充分である。
【００６２】
　このようにして、ランニングコストを大幅に削減して設備のエネルギー消費量を最適化
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することが可能である。
【００６３】
　図１５Ａおよび１５Ｂには、紙の湿ったウェブ１６０、または類似の製造物を乾燥させ
る、本発明に係る設備２００の二つの異なる実施形態を図示する。より詳細には、設備２
００は、ヤンキードライヤシリンダ１を具備しており、これは図１から１１を参照して上
に記載したとおりである。ヤンキーシリンダ１は特に、外面１２を備えており、その上に
は、使用時に、乾燥されることになる湿ったウェブ１６０が位置する。設備２００はさら
に、紙の湿ったウェブを乾燥させるためにヤンキーシリンダ１と共同して稼働するように
配設された、乾燥用フード１５０を具備している。概して、乾燥用フード１５０は、湿紙
のウェブがヤンキードライヤシリンダ１の表面１２と接触することにより発生する湿気を
吸引するように、そして前記湿紙のウェブ１６０上に高温空気の流れを供給するするよう
に配設される。本発明によれば、設備２００はさらに、固定された中空シャフト２０の空
洞２１に乾燥用フード１５０を空気圧で接続するように配設されたダクト１８０を設けて
いる。より詳細には、ダクト１８０は、乾燥用フード１５０の内部を循環する高温空気の
流れを、空洞２１内へ供給するように配設される。この特定の構造解により、特に高温空
気を発生させるためのエネルギー消費を最適化することが可能になる。
【００６４】
　実際、公知のとおり、ヤンキードライヤシリンダ１の上方に位置する乾燥用フード１５
０の内部では、高流量の高温空気が循環しており、この高温空気の一部は、紙の湿ったウ
ェブ１６０がヤンキーシリンダ１の外面と接触することにより生じる湿気の蒸発により発
生し、またその一部は、高温空気発生用の少なくとも一つのバーナー、特にメタンガスを
用いたバーナーを備えた乾燥用フード１５０の内部で発生する。フード１５０内部で発生
した高温空気は、湿ったウェブ１６０に向かって誘導され、このウェブがドライヤシリン
ダの表面上を摺動する結果、湿紙のウェブ１６０から蒸発する湿気の乾燥が生じる。
【００６５】
　乾燥用フード１５０は特に、「湿った」部分１５１と「乾燥した」部分１５２とに分割
される。本発明は、乾燥した部分にダクト１８０が接続された場合（図１５Ａ）、そして
フード１５０の湿った部分にダクト１８０が接続された場合（図１５Ｂ）の両方の場合を
提供する。これを得るには、図１５Ａおよび１５Ｂに示すとおり、フード１５０の二つの
部分のうちの一つにダクト１８０を直接接続すればよく、または、それぞれの排出ダクト
に直接接続してもよいが、この場合は、単純化の理由から図には示していない。
【００６６】
　より正確には、乾燥用フードの乾燥した部分の内部で循環する空気の温度は約６００～
７００℃である。利用可能な高温空気の有する温度が、ヤンキーシリンダ１の構造中に高
い熱応力を発生させる可能性という理由から高すぎる、したがって危険であると考えられ
る場合には、乾燥した部分から脱出する高温空気を、固定された中空シャフト２０内に導
入する前に冷気と混合することができる。
【００６７】
　その代わりとして、フード１５０の湿った部分から空気が引き出される場合には、この
問題は存在しない。フードの湿った部分は特に、乾燥した部分の内部を循環する空気より
も低温の高温空気の流れを通過させる。フード１５０の湿った部分の内部を循環する空気
の温度は、実際、約３００～４００℃であり、したがって、固定された中空シャフト２０
の空洞２１内へ、上記の欠点を招くことなく供給されるには理想的である。上記に加えて
、湿潤空気を使用するという事実により、同じ温度の下で、そして湿気が存在するという
理由から、乾燥した高温空気を使用する場合よりも利用可能な火力を大きくすることが可
能である。
【００６８】
　図中に示してはいないさらなる代替実施形態では、高温空気を、乾燥した部分１５２と
フード１５０の湿った部分１５１との両方から引き出して、これら高温空気の二つの流れ
を、固定された中空シャフト２０内へ高温空気を供給する前に混合することができる。
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【００６９】
　本発明の前記の例示的な実施形態により、概念的な観点から本発明が完全に明らかにな
り、その結果として、他者が現在の知識を適用することにより、多様な適用に向けてその
ような実施形態を、さらなる調査なしに、そして本発明から逸脱することなく修正および
／または適合させることが可能となり、したがって、そのような適合および修正が特定の
実施形態に均等なものとみなさなければならないであろうことは理解されたい。本明細書
に記載の異なる機能を実現する手段および材料は、こうした理由から、本発明の分野から
逸脱することのない異なる性質を有し得る。本明細書に採用されている文言または用語は
、記載を目的とするものであり、制限を目的とするものではないことは理解されたい。

【図１】 【図２】



(14) JP 2019-508657 A 2019.3.28
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【図５】 【図６】



(15) JP 2019-508657 A 2019.3.28

【図７】 【図８】
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